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ハロゲン化物ペロブスカイトは優れた光電子特性を有する[1]一方、結晶粒、粒界、局所欠陥、イオン移動な

どのナノスケールの不均一性がデバイス性能や安定性に影響する。その為デバイスへの採用、改善にはナノ

スケールの局所的な光応答の評価は不可欠である。 

本研究では、メチルアンモニウム鉛ヨウ化物（MAPbI₃）および混合カチオン・混合ハロゲン化物ペロブス

カイト Cs₀.₀₅FA₀.₉₅Pb(I₀.₉₃Br₀.₀₇)₃(CsFA)薄膜を対象に、導電性 AFM による光変調 IV 測定[2]とナノ秒時間分

解 AFM 測定[3]を行った。光変調 IV 測定では、光電流と光起電力の空間分布および両物理量の相関を解析し、

光応答に対するナノスケールでの不均一性を明らかにした。時間分解測定では、両試料とも約 100 ns および

300 ns の減衰成分が観測され、、MAPbI₃では特に 100 ns 未満の時間領域で結晶粒依存性が顕著であった。こ

れらの結果より、局所的なキャリアダイナミクスが、ペロブスカイト材料の微視的構造や組成に強く依存す

ることを示している。以上より、本手法は局所伝導性、光起電力応答、光誘起キャリアダイナミクスをナノ

スケールで評価し、材料の不均一性やキャリア緩和過程、劣化機構の理解に有用であることが確認された。 
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